
（司会） 本日は中央大学総合政策学部教授の細野助博先生においでいただきました。あらかじ

めアナウンスしてありますように、テーマとしては「産学官連携による学術文化」（中断）よう

なその後訂正というのは特に聞いていないので、一応そういうテーマでやっていただけると思い

ます。

そもそもちょっとこのプロジェクト、あるいはこの研究会の趣旨について細野先生に必ずしも

十分にご承知でないと思いますので簡単に。これは主として細野先生へのご説明ということで簡

単に申し上げます。

ここに、リーフレットがありますが、文部科学省のオープンリサーチセンター整備事業という、

平成16年度から20年度、川崎都市政策への提言というプロジェクトが採択されたわけです。採択

通知は昨年の５月くらいに来たわけで、それからいよいよ本腰を入れてスタートしているわけで

す。メンバーシップは後ろのところにありますけれども、最後のページにありますが、そういう

ようなメンバーシップで、代表は平尾光司がやっております。学内メンバーが何名でしょうか、

30名弱であります。大学以外の方もいます。主としてこのねらいは、川崎市がこれまで重厚長大

型産業でやってきたわけですけれども、それが高度成長の時代はとっくに終わっておりますけれ

ども、その後、だからといって（中断）疑問でもありますけれども、とにかく複合的な問題を抱

えている、地域だと思っております。たまたまその川崎に専修大学はキャンパスの半分、ただし

実質的にいえば７割ぐらいの学生の所在は川崎でありますので、７～８割は。したがって本体は

もう今、現実には川崎のほうのウエートが非常に高いと。ですからその川崎をテーマにした研究

プロジェクトというのは非常に重要だろうし、それからさらにいえば川崎の再生を考えた提言を

できるような形をつくりたいということで、それがそもそものプロジェクトを立ち上げた理由で

あります。今、言いましたように代表は平尾光司で、事務局長は徳田賢二。徳田さんの事務局長

をさらに実質的に事務として支えてくださっている方で、フォーサイトの方であります。

せんだってこういうようなシンポジウムを開きました。１月29日、それからその次の週には公

開講座も連続３日間でやりました。段取りが悪かったりして、参加者が当初の予定よりはやや少

な目だったということは残念でありました。それなりに一応初年度で試行錯誤しながら企画を進

行させているところであります。

そういう意味でいうと、細野先生のほうはある意味では地域と、それから大学、そして産業と

いうか企業ということを、特に多摩地区を中心に、もう、ここ数年来試みておられて（中断）…
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…。

（細野） 条件反射で、原田先生から何かやってくれと言われると、「はい」と、すぐ言っちゃい

ますので、今日はこちらに参りました。

ところで私も川崎は結構かかわっているところがありまして、何かといいますと過去ずっと阿

部さんが市長になられる前から港湾の問題に関与してきました。もう港湾の問題というと皆さん

ご承知のように、変なことを言うと夜は歩けないくらい難しい問題がたくさんあります。あそこ

くらい地の利がよくて、それから背後地もあって、何らかの設備もあって、工夫次第でいろいろ

なビジネスが展開出来るんですけれども、残念ながら稼働率からすると東京、横浜の約５分の１

から10分の１しかない。本当にどら息子なんですね。KTCという大赤字の第３セクターがあっ

たんですけれど、それをつぶしました。つぶしますということを答申を、阿部さんが市長になっ

たばかりのときに私は出したんです。『神奈川新聞』にすごくでかく顔写真入りで出されまして、

それから半年ぐらい私は川崎に行きませんでした、怖いですから（笑）。今は再び港湾の長期ビ

ジョンをまた作るお手伝いをしているんですけれども。

あそこはアクアラインもあるし、それから羽田もあるし、それから背後地がいっぱいあります。

今は重工業を中心に空洞化していますからあいている土地がいっぱいあるんですね。ですからロ

ジスティックパークなんかを考えて、アジアを中心とした航路をあそこに持っていったら良い。

ものすごいポテンシャルを持つわけですからね。何でこういう話をするかというと、川崎は皆様

のほうがよくご存じですけれども、ひょうたんのような格好をしています。山のほうはまあまあ

住宅地として一定の評価があるんですけれども、海岸端からずっとそのあたりはどうもぱっとし

ない。ところがぱっとしないんですけれども、あそこは活用の仕方によっては非常にポテンシャ

ルのあるところなんですね。１つはさっき言いましたようにロジスティックパークにしましても、

欧州航路とか北米航路ですと、かなり大きい船舶が必要なんですね。規模の経済が働くものです

から、距離が長くなれば長くなるほど、例えば５万トンとか10万トンのコンテナを運ぶような、

経済性から考えましてそういう大きな船でないといけないわけです。そうしますと港のほうに持

ってきますと、水深15メートルぐらいの深さのものを掘らなくちゃいけないわけですね。その維

持費用ってとても高いんです。ところがアジアですと近いですから、そんなに大型化の必要はな

いんですね。５万トンぐらいでももう超大型と考えていい。そうしますと水深は10メートルから

12～13メートルでいいわけです。川崎の場合にはご承知のように14メートルでございますので、

アジア、あるいは中国から大体横に５隻ほど同時につなぐことができるような、土地の面からも

そういうポテンシャルを持っているんですね。

それから川崎ファズというのがありますが、そこは今、総合保税地域になっていますけれども、

その近辺を全部ロジスティックパークにして、そこを統合保税地域にしまして、もう港に入った

ときからＩＴを使いまして、税金の問題、それからいろいろな調査、検品の問題から全部やって

しまえば、日本でもっとも効率的な港にできるはずなんです。行政がしっかりしてくれるならそ

のはずなんです。

ところがそれができないのはなぜかというと、既得権益を持った魑魅魍魎がたくさんいるわけ

です。それをどういう形で退去してもらうかということを今、工夫しております。第３セクター

問題に対して、私達が答申を出しましてから、その約束を守ってくれるのに３年かかりました。
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ひょっとするとこれからはもっと大変になりますから、10年かかるかもしれない。そうしますと

日本の経済はどうなるかわかりませんから、せっかくのチャンスを川崎が活かしきれない場合は

またおいしいところを既得権益側に持っていかれる。

港の問題で最も難しいのは、神戸と川崎です。ここをちゃんとしないといけないのです。80年

代は日本はアジア随一のハブ港でしたけれども、今はゼロです。すべて香港、シンガポール、高

雄のほうに持っていってしまわれましたし、これから今度中国のほうで、例えば上海にどでかい

ものができます。そうしますとますます輸送コストの面で日本は不利な立場になります。したが

いまして高コスト構造で最大のウエイトを占める物流の面から是正するということはできませ

ん。これは国家プロジェクトを何かしないとだめなので、港は今、地方公共団体が管理していま

すけれども、私はこんなことは良くない、そんな能力は自治体個々には絶対ないと思う。国家直

轄プロジェクトにしたほうが私はいいと思うんですけれども、東京都にしてもそうですが、残念

ながら行政的には県市レベルでは正直いって手に余る事業だと私は思っています。ですから専修

大学さんがいろいろな点で地方行政のブレーンとして手をかすということはとても大事なことな

んですね。そういう点では非常にいい事業を手がけられたと私は思っております。

同じようなことが実はネットワーク多摩の地域にもいえるわけです。昔から三多摩地区といい

まして、東京都の中では23区と都下島しょが区別される。多摩、島しょというんですね。多摩と

島しょ、島しょというのは離れ小島です。多摩と島しょは一緒なんです、極端な、それぐらいの

意識ですね。ネットワーク多摩を立ち上げるときに、石原さんに「知事、来てくれませんか」と

言ったんですね。遠山文部大臣は来ましたけれども、石原さんは来ませんでした。多摩を東京都

だと思っていないということでしょうね。多摩地域がそういう立場にあるなら、では自分たちで

やらなきゃいけないということがこの発端なんですね。その意味では彼は恩人かもしれない。

イメージが少しわくようにビデオを持って参りました。

（ビデオ上映）

これ５分ぐらい。この前、アンケートをとりまして、23区の人に多摩のほうに住みたいですかと

言ったら、30％もいませんでした。「あんな田舎に住んでいられない」と。

（司会） かなり川崎より高いです。

（細野） 多摩地域は東京都だけで見ても23区と同じぐらいの工業出荷額があるのですね。今15

万人ぐらいでしょうか、学生たちだけで。そこで2000年の12月、多摩地区の大学コンソーシアム

作りを開始しました。

（司会） 大学さんとか。

（細野） ええ。多摩学長会議という組織が20年の歴史を持っているんですけれど、それを母体

にしているんですね。

これがHP作成コンテストでグランプリになったホームページなんですけれど。

大体終わりで、あとは、京都で昨年11月やった全国コンソーシアム会議関連で何かずっと出てい

ますけれども。

任意団体の頃の参加する組織は大学、行政、企業含めて105あったんですけれども、社団法人

にするものですから、基本財産2,000万円作る必要があって、それで会費も高めましたので、今

78～79に減りました。多分また半年位の間で同じ規模迄ふえるとは思うんですけれども、こんな
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形ですね。

大体イメージが少しはおわかりになったと思いますけれども。要するに大学と行政と、それか

ら企業。企業も２つありまして、１つはネット系の大企業というものと、地元の信用金庫が５つ

入っています。やっぱり産業クラスターの話があります。実はこのネットワーク多摩は４つの柱

を持っているんですね。４つの柱の１つは何かというと、初等・中等教育と大学の教育というも

のは連続しているんだよということですね。つまり初等・中等教育がしっかりしないと、大学の

ほうにそれをずっと宿題にして残してしまうということでございますので、初等・中等教育に対

して少しバックアップをしましょうということであります。１つは各小学校、中学校の課外授業、

あるいは学習定着度調査というのものをやっておりますけれども、学習定着度調査で各小学校、

中学校の問題点が学力格差が出てきますので、その習熟度別のクラスとか、あるいは定着度が低

い学校に対して教職の課程をとっていない学生も含めてお手伝いという形で送っております。そ

れはトータルで300人ほどです。手を上げた14の市に対して会員大学の300人の学生たちを送って

おります。

この300人は、例えば大学が八王子であるからといって、八王子の小学校、中学に送るのでは

なくて、例えば彼が調布に住んでいるならば、調布市の学校に送ると、こういう形ですね。つま

り広域連携のメリットをそこで生かしているわけです。自分が最も行きたい時間に、それから行

きたい小学校、中学校に派遣すると。大学の立地先とは関係ないよ、それが１つです。それから

もう１つは、これはもう法律で制定されたんですけれども、10年選手の初中等教育先生方のリカ

レント教育をやっております。それは30講座。その30講座を１つの大学で賄うことはできません。

それから先生方もわざわざ多摩のほうにいらっしゃるというわけにいきません。そうすると多摩

でも近いところ、受講する先生方は東京都全域ですので、そうすると足立区とかそちらのほうの

先生方もいらっしゃる、葛飾区とか。そういう人たちは都心に近い武蔵野のほうの成蹊大学など

で受講する形でできるんですね。１つの大学で30講座というのはすごく大変ですけれども、ここ

に約50の大学がございますので、そういう点ではいとも簡単に講座を組むことができるというこ

とですね。だからスケールメリットが非常に重要です。

３番目は、皆様の大学もそうかもしれませんけれども、高校生に対して体験授業を多分なさっ

ていると思うんですね。我が大学もそういうことをやったんですが、特定の進学高校とばかりや

っていました。例えば八王子でトップの進学校だとかそういうところ。ネットワーク多摩は大学

ばかりではなくて、ひょっとすると短大とか専修学校に行きたいなんていう高校生もいるし、と

いうことで、もう高校は何でもいいと、夜間であろうと通信制であろうと何でもいいと。勉強し

たいと思ったときがチャンスなんだからいらっしゃいという形で、全部もうオープンにいたしま

した。

（司会） 学校側で見て高校が。

（細野） ええ、高校は何でもいい、定時制であろうと通信制であろうと進学校であろうと普通

の職業学校でも何でもいい。大学の門戸を開きますからどうぞ。「多摩高進」という、地域のい

ろいろな高校の進学担当の先生方の集まりがあって、そことタイアップしまして、単位として認

定するようにできております。それがまず第１。初等・中等教育との間での連携はとても重要で

す。またビジネスの力でいえば都心を中心とした23区と多摩地域とは実力的にいってイーブン
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（同じ位）なんですね。16兆円ぐらいの製造業出荷額なんです。でも広域多摩、つまり所沢とか、

それから相模原とか、横浜の一部、川崎まで入れますと東京23区の約３倍になるんですね。ご承

知のように多摩川べりには精密機械、それからＩＴ企業の研究所から、それから試作品、飛行機、

昔の立川飛行機とか昭和飛行機というのがありますから、精密、それから光学機械の中小企業と

かいぶし銀のような世界的メーカーが規模は小さくてもたくさん立地しています。私たちとして

は、もうマスコミに名が売れたような大企業だけに学生を送ってももうしょうがないと考えてい

ます。それよりもまだまだ知られていないんだけれども、先ほどのホームページグランプリもそ

うなんですけれども、ある面では世界市場の70％を持っているが無名だとかそういう企業に着目

しています。例えば皆さん携帯をお持ちだと思うんですけども、携帯のレンズというのはご承知

のようにあれは強化プラスチックなんですね。強化プラスチックでレンズができるなんてことは、

常識で考えられなかった。けれどもそれを多摩のあまり知られていないメーカーがつくったんで

す。しかもそこは工場を持っていないんです。ファブレスという、工場を持っていないメーカー。

ほとんど全世界のレンズを独占みたいなスゴイ会社です。でも世の中では名前は知られていな

い。

それから松下とかソニーとか楽天とか、いろいろ世間の皆さんは知っているかもしれませんけ

れども、もう、そういう企業は、出たときというのは旬が終わっているかもしれない。一部には

常に革新していく停滞のない企業もありますけれども。そうするとこれから駆け上がる会社を見

つけ出すということは非常に大事ですね。ですからそういうところに学生達に行ってほしい。や

っぱりその一環として、企業を知ろうとか実業の世界を知ろうと、それは一週間位のインターン

シップなんかではしょうがない。最終的にはそのところに就職をするぐらいの本格的なものとし

てインターンシップをやると。そこで中小企業のおっさんのところに日参して現場の雰囲気プン

プンのホームページというものを学生たちにつくってもらおう。でも単につくらせてもしょうが

ないので、企業から参加費を４万円ずつもらいました。ホームページのグランプリをとると学生

たちに10万円を差し上げる。準グランプリは３万円、ちゃんと完成したら１万円あげるというよ

うな形にしました。50社位、優れた中小企業を集める位簡単なのです。ということは2,000社ぐ

らい中小企業があって、その2,000社って何かというと、多摩中央信用金庫とか太平信用金庫と

か、青梅信用金庫とか八王子信用金庫のネットワークが使えるとかいろいろあるんです。学生が

中小企業に日参するのは７月のテストが終わってから。

（司会） その学生というのは中央大学以外も、この全体、多摩ネットワークの。

（細野） ネットワーク多摩ばかりではなくて、これは多摩に在住する学生、あるいは多摩に学

校がある大学。17ページをごらんください。17ページに行きますと応募資格というのがありまし

て、多摩に所在する大学の学生、あるいは居住している、職業訓練校、専門学校、何でもいいん

ですね。準グランプリ５万円でした、ごめんなさい。企業賞、これはちゃんとホームページを完

成してくれればということで１万円、こんな形でやったわけです。これは非常に評判がよくて、

来年度は50～60社にしますが企業の負担金を増設して、グランプリ作品は賞金30万円にしようと

いうことを考えています。とても彼らが作ったホームページはすばらしいんですね。ちょっとぜ

ひぜひ皆さんに、これがお勧め。

（司会） できないかな、できませんね、これ。
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（司会） できません。

（細野） これ、これです。これホームページがずらっと。

ここがプラスチックレンズの絶対できなかったと世間が思われていた企業のホームページです

ね。まだこのままでは、まだ素人です。準グランプリ３作品はこれなんですね、３つのホームペ

ージ。ここには審査員が書いてあるかな。審査員はデジタルハリウッドの学長の杉山さん、情報

セキュリティの世界的権威の辻井先生とか。

（司会） ７ページに。

（細野） それから次のページは、今度は多摩には創業をしたいという方がたくさんいるので、

受講料を取りまして、これは全８回で前金です。だから休んだら受講生の責任なんですけどね。

８回。これのいいところは何かというと、一番下のところに※印があるんですが、募集期間の前

のところに「当該のカリキュラム終了後、創業にかかわるご融資や各金庫の担当者による継続的

なご支援をさせていただきます」。ですからこのビジネス塾をちゃんと卒業して、いい事業計画

を出してくれましたら融資をしましょうということをやっているんですね。

（司会） ちなみにこれはどのくらい、アプライするんですか、学生は。

（細野） 学生ではないです。

（司会） 学生というか、これに創業ビジネス塾に参加している。

（細野） 今、受講生は全員社会人で15人です。20名程度といったんですけれども15人です。そ

ういう形でビジネスのコンテンツができてくれば、本格的に会員の丸紅本体などが入りまして、

デジタルコンテンツづくりも考えている。こういうものもそうですが、このビジネスとの連携、

つまり産学連携ですね。これが一番最初動き出すと思ったのですが、ところがいちばん遅れまし

た。どうしたらいいかと悩んだんですね。悩みましたがわかりました。人、もの、金の金がつい

てこないとビジネスの人たちは食いついてこないんですね。それで、ああ、そうかということで

信用金庫さんを入れたわけです。信用金庫も会員の全金庫さんでほとんど多摩地域の中小企業を

網羅しております。多摩中央信用金庫、西部信用金庫、太平、青梅、八王子の三信用金庫です。

講師や現場で実行する学生など人は例えば大学が出す。金は信用金庫が出す。交通至便の会場は

行政が出す。３番目の生涯学習、地域おこしとか、そういうところにこれが生かされるわけです

ね。創業ビジネス塾もそうですけれども、これは立川市と、それからネットワーク多摩の共催と

いう形です。先ほどの多摩地域の高校生のためのチャレンジキャンパスで、これだけで、31の大

学が公開してくれている。高校生たちに来年の夏休みにいらっしゃいということで。裏側にもあ

りますね、専門学校へ行きたい子は。こんな形でやっているんです。

生涯学習も結構交通の便のいいところは、かなり受講生が多いんですね。それで生涯学習も朝

日カルチャーセンターとは違うものです。どういうものかというとＮＰＯのコーディネーター。

ＮＰＯをやりたい人ではなくてＮＰＯのコーディネーター。それから女性のキャリア支援をする

コーディネーター、つまり地域活性化、人材育成のファシリテーターみたいなもの。あるいはリ

ーダーを育てるということで、末端でＮＰＯをやりたいというような人たちではなくて、地域リ

ーダーをつくるというような形で特化しております。なぜかと申しますと、それぞれのＮＰＯで

もセミナーをもう開いているんですね。ですからそういうところとバッティングしないようにと

いうようなことをやっております。私共は中間支援組織といって良いでしょう。
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それから大学の先生の出前講座。特にご老人の場合には健康とか、金融資産をどうしたらいい

かとか、そういうようなものに特化してやっております。

あとは文化とか、そういう趣味の問題は、各地域のほうでやっておりますので、そういうこと

は私どもではやっておりません。それが３番目ですね。

４番目は、今度は大学間のネットワークというものでありまして、大学のネットワークによる

遠隔教育が前提で１つは『朝日新聞』と提携をやります。朝日の第一線の記者、例えば星浩とか、

山田厚史とか、そういう第一線級の人たちを入れまして、インターネット配信でやっております。

それが26ページですね。今年は成蹊大学。その前は東京工科でやりまして、明年は中央大学でや

るんです。

次の27ページにＮＨＫの企画が出ていますけれども、『朝日』の提携講座が成功したものです

から同様のものを企画しています。

今、そんな形で単位互換を進めています。それからもう１つやらなくてはいけないことは、さ

まざまな大学があるものですから、大学での共同研究ということもやっぱりそれなりにやってほ

しいと思っているんですね。それで文部科学省のほうにそういう直接ネットワーク多摩に事業主

として出すものがあるかという話なんですけれど、それはないんですね。これは大変具合が悪い。

やっぱり大学が核になってやらないといけない。つまり実行委員会形式でつくってやって、実態

としてはネットワーク多摩でやる。ある事業に対しては、例えば中央大学が幹事校になってやっ

てくれ、別のものについてはでは桜美林大学でやってくれ、別のものは東京農工大でやってくれ

という形になるんです。けれども、そうしますと何で都合が悪いかというと、お金が学長の口座

に入ってしまうんです。それを出すとき、経理作業とかそういうものが非常に大変なんですね、

二重のことをやらなきゃいけないんです。大学でやってネットワーク多摩でも会計をやる。こう

いうばかなことがあるので、そんなことはもうやめてほしいと言っているんですけれど、まだま

だそこがうまくいっていません。文科省というのは非常に頭がかたいんですね。あまり言うと悪

口になりますけれども、私共は社団法人になりますが、文科省が主管になります。名誉会長を元

文科大臣の遠山さんにする。彼女は理解がとても早くてオーケーと。

では、皆さんはいろんなところでクラスターとかネットワーク化ということをお考えだと思う

んですけれども、このネットワークの機動性というもの、あるいは実効性は何かということです

ね。１つは受益者負担を原則としております、この受益者負担は重要です。２つ目、決定機関は

理事会ですが実行機関は幹事会というところですけれども、そこですべてのことを決めます。し

かしすべてのことを決めますけれども、すべての活動は組織としての承認を必ず要求します。つ

まりある企業がこういう企画をやりたいんだけれどもという話をしたときには、幹事会にかけま

す。けれども、それをもう一度会員の各組織に持っていってもらって、各大学の教授会とか役員

会とか、そういうところでオーケーをもらわないと動かないという体制をとっている。したがい

まして職員の方と教員、両方必ず出てくるわけです。

参加する会員の金額は、は忘れました。けれどもこういう形です。基本料金プラス学生×２円

という。

（司会） ほう、２円、学生が。

（細野） それを今度10円にいたします。ただしコンソーシアム京都という京都のコンソーシア
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ムがあるんですが、そこは学生１人当たり1,000円取りますから、大きい大学だと毎年2,000万円

ぐらいずつお金を出さなきゃいけない。うちはそんなことはないです。そんなことをしたらみん

な抜けちゃうでしょうね。でも、やっぱり学生の数に少し比例するような形での負荷をさせてい

ます。というのはその分だけ大きな大学は負担する体力と、それなりに便益がありますから。企

業と同じです。

（司会） 従業員数。

（細野） それは、なしです。各会員大学と会員企業から出向してもらっています。

（司会） それはなしで。

（細野） 奨学金とかそういうことでやっていません。会費はいくらかというのはちゃんと調べ

てくれば。私はそういうところは全然だめで。

（司会） それがわからなくても幹事が務まるという、すばらしいシステムというのがわかりま

す。

（細野） そうです、おっしゃるとおりで、全然わからないです、金の出し入れはわからないで

す。それは事務局長がいますから。

では、あとは皆様のほうからご質問をいただいて、それにお答えする形にしたいと思います。

（司会） どうもありがとうございました。途中で私がちゃちゃを入れましてすみませんでした。

前段のまくらの、つかみの話もとてもおもしろかったんですけれども、ちょっとそこの話からも

う１回確認したいんですけれど、港湾はそもそも日本に限らずどこの国でもなかなかややこしい

問題があるというのは想像できますし、それこそ裏の世界ともある種かかわっているところもあ

ったりしている、ということが非常にややこしいんでしょうけれど、先ほど川崎と神戸が特にや

やこしいと言ったのは、特にそこら辺のところでしょうか。

（細野） 川崎市もいろいろな工夫をしたのですよね。スタート時点の机上のプランも目的は非

常によかったんです。ところが広域性ということのメリットとか、連携の重要性に頭が回らなか

った。それより「公益性」を考えて地元の企業さんをやっぱり優遇しなきゃいけない、地元を育

成しなきゃいけないといったときに、ものすごく良いプランがずたずたにされてしまったんです

よね。それをもとどおりにするということはとても。

（司会） 本日の主たるテーマではありません。

そこでネットワーク多摩の話ですけれど、４つの柱があって、そしてそれを機能させるための工

夫もあって、大変よくわかりました。話の順番として最初からこういう形があったわけではない

でしょう、恐らく。今は現時点でこういうふうに運営している。最初の段階とかそういうのとい

うのは、むしろどこら辺から始まっていて、どういうふうな形でこういうふうになったか。やや

時系列的にいくとどうなんでしょう。

（細野） 2000年にちょうどモノレールができまして、モノレール沿線の大学で少しまとまって

地域・貢献とかをやってやろうかなということで。というのは何かというと多摩はご承知のよう

に大学が分散しているんです。ところが放射状の都心に行く路線は発達しているんですけれども、

南北のところというのはもう恐るべき不便なんですね。狭くていつも混み合う道路しかありませ

ん。ご承知のように16号線とかありますけれども、本当に詰まっていてだめなんですよね。さら

にご承知のように川が何本も走っていますので。そうすると橋のところでいつも詰まってしまう
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と。そうしますと、地域が分断される。そこにモノレールが完成したのでそれを記念したイベン

トをやろうとなった。でも沿線の大学だけでやってももったいないと。では多摩の70位の大学の

学長さんたちもこの中に呼んでやりましょう。今まで酒飲んで終わりだったんですね。この際、

ちょうど都心回帰も始まっているので、多摩の大学の魅力がだんだん落ちると。これは大変だね。

危機感と情報を共有して地域の浮揚化を図って、そしてそれによって立地場所の魅力作りをして

学生の確保をやりましょうなんていうことを考えたんですね。それで最後に地域への約束のつも

りで学長宣言を出してもらったんです。多摩の地域がいろいろ問題もあるし、それから歴史的に

も非常に古いところだから、大学がそこの中に入ることで何か新しいことをやりましょうよとい

う学長宣言をやりました。その半年後にネットワーク多摩をつくった。

そのときにいちばん最初に考えたのは、受益者負担。それからすべての意思決定は組織的な承

認をもらわないと絶対やらない。それはなぜかというと２つあるんですね。ちゃんとこれは組織

の承認を得ているという正当性と同時に、ネットワーク多摩がこういうことをやっているという

ことを大学・行政の上層部で常にオンテーブルにしてもらって資金と労力の提供を、認識し約束

してもらうということから、組織決定というのを金科玉条のごとく守っています。現場の先生や

職員だけだとだめなんですよ、動かないんですね。それから教師だけでも動かないんですね、大

学のシステムがよくわからないんです。大学の仕組みってやつはボヤケたところがたくさんあり

ますから。では職員だけでは今度は意思決定力がないわけですね、教授会に出たりして説明でき

ませんから。そうすると組織決定ってできませんでしょう。ですから教職員ペアで出てください

という形にしてあるんです。

半年後にまずネットワーク多摩の準備会をつくりました。１年後に準備会というしっぽをとり

ましてネットワーク多摩にしました。３年終わって結構うまくいったので、ではこれから事務局

の強化が必要であるから、もっと大学の職員だけを持ってくるのではなくて、行政の職員を入れ

たり、企業の職員を入れて異業種交流の１つのインターンシップの場として、事務局を位置づけ

きゃいけないということになります。いろいろなニーズが活動しているうちに生れてきましたか

ら、これを処理しないといけない。また世間の信用も一段上にしないという要請もありました。

そうしますと法人化が不可欠になります。活動の組織的な継続性、安定性が問題になってきます

から。いちばんいいのは０円でできるＮＰＯなんですね。ところがこれは行政から反対されまし

た。行政の傘下にはたくさんＮＰＯがあります。そことの差別化ができません。うちは人を出す

ことも特別の配慮もできませんというわけです。

（司会） なるほど。

（細野） では、財団法人かというと、財団法人は１億円以上の基本財産が要るわけです。今ど

き１億円を苦労して集めても、金利が低いですから、資金が退蔵されるだけ。これはよくない。

では、その中間を行こうかということで社団法人に。社団法人だと基本財産が少なくても結構な

んですね。このネットワーク多摩は環境問題とか、都市再生問題とかもやりますので、経済産業

省や国土交通省にも担当になりませんかと、一応お伺いをたてました。でも一番は御省ですと、

文部科学省に声をかけました。そうしましたら本来ならば３省共管なんですけれども、共管のた

めの書類作りは結構面倒なのです。ところが経産省も国土交通省も、幸運にも「文科省さん１本

でいいですよ」となった。そのかわり法人格にするのに2,000万円用意。
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（司会） まだ認可になっていない。

（細野） ええ、４月１日に正式に発足します。文科省はどんどんやってくれと、文言を直した

り、今、やっております。いちばんの問題は、我々としての問題は2,000万円の基本財産をちゃ

んと持っていないと、文科省はOKしてくれないわけです。まず会員を募集しました。それで正

会員で20万円、そうすると100機関ですね。これはあまりあれなんだけれども、要するに基本的

には2,000万円はそれでできませんでしたから、我々はもう法人格にするつもりで、３年間で余

剰金というか、内部留保を500万円ちゃんと用意しました。それであとは1,500万円ですね。1,500

万円は集まらなくて、約1,000万円会員から集めました。あとは有力大学からということで、有

力大学から３けたの出資金を出してもらって、あとはある財団の長の方から個人的に出してもら

った。活動というのは実践してゆくうちにどんどん進化してまいります。その進化が最も急激に

起こったのは、つまりビジネスとのネットワークの強化です。やっぱり信金を入れたということ

です。金の問題です。それから信金のネットワーク、中小企業のネットワークの広がりが大きか

ったですね。良い例は米国のロチェスター市。コダックはもう自分の同業をどんどんつぶしたん

ですけれど、ゼロックスという会社だけはつぶせなかった。これからはああいう感光紙に焼きつ

けるような技術を持っているところというのは多分伸びるだろうと地元の金融機関が考えて、積

極的に支援したのですね。何のビジネスに将来性があるかというのは、だれもわからないけれど

も、将来的に20年、30年たったらそれがすごい大樹になるような、これを１つのビジネスモデル

にしたらすばらしい。学生たちによる創業ビジネスもそのためのセミナーも開くことができるか

もしれない、そんなことを考えています。

（司会） とても歴史的に、なかなか進化するという。（中断）すばらしい。単細胞から複数細胞、

評価まで。いや、私と細野さんの間だけでやりとりしていてもしょうがないので、どうぞ皆さん

のご意見、ご関心、ご感想などがあったら、どこからでもいいと思います。

（司会） 正会員の中に川崎市は入っているんですが、東京都の多摩地区でなくても入れる。

（細野） はい、そうです、今度横浜の大学も入りますから。あまりネットワーク多摩というん

ですけれど、ホンダが本田宗一郎から出たように、今はホンダは違いますでしょう。ネットワー

ク多摩は多摩でもって、もう、どんどん広域に考えています。

（司会） 仮にこのあたり23区の区が入りたくなった場合にも入れる可能性は。

（細野） 入れますね。ですから中国が入ってもいいですし、私は山梨も入れようと思っていま

す。

（司会） そうすると逆にいうと、17ページにある大四角の中にある、多摩地域に所在する学生

もしくは多摩地域に居住しているというのは、川崎市に居住していてもOKですか。逆にいえば

ここに入って（中断）。

（細野） 私たちもあまりそんなことは考えなくて、入って、使い勝手がよかったらどうぞとい

うことです。学生教育ボランティアをごらんになっていただきましょうか、９ページ。私達の組

織に入っていない市も。清瀬市なんかは入っていませんね。国立市も入って、今年は０になって

いますけれども、東村山も入っていませんでしょう。でも、そういうところに教育ボランティア

を送っているんです。あまりぎちぎちの弾力性のない活動にはしません。ですから確かに受益者

負担と言っていますけれども、こういうときは、ただし入っていないところでは学生たちの保険
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代は出してください。ですからお試し期間ありということで、良かったら参加しませんか、とお

誘いはしますね。

（質問者） 細野先生がということではないのですが、専修大学は潜在的メンバーなんでしょう

か。

（細野） ぜひぜひ、ぜひお入りいただきたいです。

（司会） 私が全然、バックグラウンドがないから、もう。細野さんが中核で立ち上げていると

いう話はそれとなく漏れ承ったけれども、それ以上に私は、お尋ねにも行かなかったし。

（質問者） 大学にせよ、自治体にせよ、企業にせよ、こういう組織がありますのでというよう

なアナウンスというか、これはなさっているんですか。それとも聞きつけて来るわけ。

（細野） 重要なご指摘でありまして、まだここには少ししか新聞には書いていませんけれども、

大体やることは原則としてメディアを活用します。メディアの広報力はすごいですから。

（司会） ということはどちらかというと聞きつけて来ると、もしくは投げ込み。

（細野） 『朝日新聞』とか、ＮＨＫとの連携を密にすると、そういうことです。

（司会） ところで組織決定の中核部分はどうなっていますか。たとえば、２ページのところで、

顧問初代都立大学総長、２代目もそうです。３代目からいよいよ中央大学とか出てきていますが、

都立大はどの程度、これまで比較的淡泊なコミットを。

（細野） 淡泊ですね。

（司会） でしょうね。

（細野） ご承知のように要するに参加大学は国公私にわかれているでしょう。国と私のちょう

どやじろべえみたいだからバランスを考慮して、公立の、都立大学を会長に据えた。

（司会） 大学としても入れた後で、恐らくスタッフも教員の人たちもそれほどあまりこういう

ところに積極的な人は、私たちの知っている範囲でもそんなにいないですよね。

（細野） てんやわんや。温度差を感じるときが多いですね。

（質問者） 今、別の問題で、もう。

（細野） そう、別な問題で。首都大学東京になりますからね。

（質問者） そうでしょう。

（細野） ただ、今度西澤新学長さんが、理事長格では入ってくる環境作りをしています。

（司会） 新しい首都大学東京では、こういうのは非常に重要なコンセプトに恐らくなるだろう

と思いますけれども。

（細野） ご明察です。地域貢献と理工系知財重視の大学ですね。

（司会） むしろ首都大学東京のそっくりそのまま持ち込んでもいいくらいのプログラムをもう

既にやっているんですね。

（細野） そう、そうしたら役員人事も変化してきますね。

（司会） ところで、インターンシップもなかなか重要な役割を果していますね。

（細野） 中核メンバーです、金田さん。彼はインターンシップ学会の元会長さん。

（質問者） これだけネットワークがあるので、それを各大学でニーズが相当あると思いますね。

派遣にはどんなところがありますか。

（細野） 企業も歓迎するようなインターンシップにどう育てるか、その工夫づくりだと思うん
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です。例えば私どもの、要するにホームページをつくるという形でのインターンシップ。学生を

社長さんのところへ行かせて、実際に体験して、あるいは社長さんの創業の哲学とかそういうの

を聞いたりして、宿題持ってきて。自分があたかも帰属しているような形にしないと、見る人を

感動させるホームページはつくれないんです。本当にわからないと良いものは作れません。企業

さんも満足しないんですね。だからそういう形でまずとっかかりをつくってもらって、その後で、

やっぱりこれいい会社だから４年たったらこの会社に就職しようかという機会づくりだ。そうす

ると向こうも、ああ、多摩の学生さんたちが来てくれると喜んでくれる。今はやっぱり伸び盛り

で、かつ無名なところって本当に人が欲しいんです。小さい優良企業はたくさんあるわけです。

それから今はご承知のように国内は空洞化を一たんしましたけれども、また日本に戻ってきてい

ますでしょう。戻ってくる、やっぱり人材が日本は豊富だと思うんですよね。そうするとやっぱ

り教育の必要が浮かび上がる。

なぜ50社に絞ったかというと、あっちが100、こっちも100になるとマッチングはすごい組み合

わせになりますよね。初めから50社を本当に厳選しました。ここは将来学生たちに勤めてもらっ

てもいいという位の感じで選抜します。

（質問者） 実際にあるところへ見に行ったり、あるいは。

（細野） それぞれたくさんの企業にいって、学生は気に入った企業のホームページを作るんで

す。

（司会） もう既に私、かなりいただいている気がする、盗んでやろうと思って。我々も結局40

人を目標に経済学科でインターンシップをやったんです。40名は来ないんですけれども、30名ぐ

らいなんですけれど、それでやっぱり40社ぐらい抱えている。

（細野） それは大変ですね。

（司会） 結構この組み合わせが大変です。

（細野） 大変でしょう。マッチングが。

（司会） これだけで。

（司会） たくさん来すぎちゃいますと。

（司会） わけわからなくなる。

（細野） そうですね。

（司会） もう１つ聞きたいことがあるんです、これ、ここで見た範囲では海外との交流という

のはちょっとイメージ的にないんですね。

（細野） おっしゃるとおり。

（司会） これはどういうことかなと、ちょっと１つ。

（細野） 定款にもグローバル化ということを唱えています。

（司会） 唱えているけれども。

（細野） ただし、まだ余力がないんです。もう１つ申し上げましょう、横田基地があります。

トランスフォーメーション、軍備の共用化の議論になります。そうすると羽田、それから横田、

多摩川、そこをフリーウエーを通して空と港がつながる。多摩が国際的なゲート（玄関）にな

る。

（司会） もう１つ、これはやっぱりグローバルというか、これは逆にいうとインターナショナ
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ルでしょうね。我々近代以降日本の知識人の弱点は、すぐ外国ではと言ってしまうわけです。

我々のプロジェクトはどっちかというと外国ではというのが結構ありまして、外国のサイエンス

パークはどうであった、こうであったという話がありますけれど、言うならばこのアイデアに外

国ではという要素はあるんですか。外国ではこんなふうにやっているんだよねと、だから我々も

というのはあるんですか。それはあまり気にしないでやっていったらこうなっちゃったんです

か。

（細野） いや、僕がメリーランドへ行ったときに、ジョンス・ホプキンス、それからメリーラ

ンド、それからジョージタウン。しょっちゅう、共同の研究会があった。で多摩でも、大学コン

ソーシアムをやるというのもいいんではないかなんて思って。多摩は大学の一大集積地です。

（司会） 体験に基づくぞという感じ。

（質問者） 受益者負担原則というお話。私も昔、社団というのは運営にかかわっていまして、

社団法人を運営するって大変なことで、財団にどうしてしなかったかって悔やんだことが思い出

されます。

（細野） そうですね。まだ実感がわきませんが。大変さに対して。どういう形で受益というも

のを感じるかだと思うんですけれども、非常に大事なご質問をいただきまして。コンソーシアム

京都が基本料が学生１人当たり1,000円とか、インターンシップに対しては学生から１万円を取

るとか、やっているんですね。でもうちは社団化で学生１人につき10円。何で安くしたかという

と、そこのところのバリアはちょっと、心理的なバリアを低くしましょう。うーん、まあ、これ

ぐらいの値段だったらいいな、でもおもしろいところだったら参加しても十分もとがとれるよと

いう算盤勘定が働く。確かに教育ボランティアとか生涯学習なんて行政から10万円ほどもらった

っても痛くも何ともないわけですよね。それから教育ボランティア自身も学生たちに非常に評判

がいい。行政もネットワーク多摩に参加すると、こういうことができるんだよね、自分のところ

でこれ、招くのはとても大変だけれどとなりますでしょう。ですからそういう点で、受益も本当

に少ないかもしれませんけれど、負担も少ないんです。ですからなるべくたくさん入っていただ

いて、そして合計すると結構大きいことができると。

（質問者） そうですね。

（細野）というようなことですよね。

（司会） コンソーシアム京都って、そんなふうに。

（細野） 京都イコール大学町ですね。そこから大学か出てゆくという本当に結構危機感がある

んですね。京都市が駅前にそれ用のプラザをつくって、その運営のことをやったりと。年間１億

円ぐらいの予算をつけているんでしょう。うちなんてこんな、各市いっぱい参加しているんです

からね。パフォーマンスは負けていません。私はみんなに言っているんですけれど、これが動脈

硬化を起こしたらつぶしますと。

（司会） 手弁当に近いというのは本当に。

（細野） 不思議ですよね。私もわかりません、みんなが一生懸命汗をかいてくださっているん

ですね。

（司会） 事務局は中央大学から代って。

（細野） 今は明星大学にあります。
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（司会） 持ち回りのような形ですね。

（細野） 大事な話を私は忘れました。中央大学に置きますと「中央大学の、中央大学による、

中央大学のための」ということになりますので、これは避けたいと思いました。私が多摩ニュー

タウン学会という形で入っているのは、中大色をとりたいと思っているからですね。事務局もも

う明星大学さんが引き受けてくださった。

（質問者） 多摩ニュータウン学会というのは、細野さんが仕掛けている学会。

（細野） いや、仕掛けていませんよ。たまたま私が伊藤滋（前東大教授）先生から引き継いで

いるだけで。

（質問者） たまたま中央大学もいるけれども、たまたま多摩ニュータウン学会、なるほど。

（細野） ですから私、幹事会なんかやるときにもそうですけれども、中央大学という肩書を消

してある。程島という事務局長も、中央大学の元事務局長、事務の職ではナンバー１でしたけれ

ども、今は多摩ニュータウン学会会員として加わっています。

（司会） 実務をやられる職員みたいな方というのはどういう形で入っていますか。

（細野） 今、ここに書いてありますけれども、中央大学から１人、帝京大学から１人、３人で

す。それからボランティアが１人、成蹊大学の事務のＯＢの方。それからアルバイトが１人とい

うことで。来年から他の大学や企業から出向者が来ます。

（質問者） その人は、その２人は完全にボランティアですか。

（細野） いやいやお金は出しています、交通費とかちょっと出しまして、アルバイトは出しま

すけれども、ここの帝京大学、これが来年は成蹊大学も入って、２人入ってくるんですけれども、

これは出向です。ですから向こうでお金を出してくれるんですね。これは予算には載りません、

それぞれの大学でお金を出しますから。それから各大学が、だからこれはもう人件費については

最低3,000万円は各大学の持ち出し。

（質問者） 当初は中央にあったんですね。

（細野） 中央にあって、それを。

（司会） ３年ぐらいあって、それから明星に移った。

（細野） 明星に移る前にベネッセに。

（司会） あ、そうか、ベネッセ。ベネッセというのもあるんですね。ベネッセはどういうふう

に加盟しているんですか。

（細野） ベネッセはこれは協賛会員ですね。

（質問者） あくまでも協賛会員ですか。

（細野） ええ。協賛会員です。彼らはネットワーク多摩とビジネスをしようなんて思っていな

いんですね。ビジネスをしているところは岡山の本社で、向こうではビジネスをやっているんで

すけれど、うちとはやりません。

（司会） それほど魅力がないと彼らは。

（細野） 思っているんではないでしょうか。というのは大学の事業部がないんです、岡山の本

社ではありますが、多摩のほうはそれがない。多摩のほうは赤ペン先生とかそっちのほうで、岡

山の本社で唯一大学事業部。いや、ビジネスしたいのかもしれません。本当は。今、それを探っ

ている最中かも。
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（司会） 失礼しました。

（細野） いえいえ。

（司会） 先ほどいろいろなメディアとの事前の投げ込みみたいな情報戦の仕掛けをやっている

というメディア。ということはそのところへぶち込んで、食いつきがいいところに反応してもら

うという方式ですか。それとも例えば特定の大『朝日新聞』、大ＮＨＫなどと結びついちゃうと、

ある種のテリトリーになっちゃって、大『読売』が出てこれないとか、大フジテレビが乗り込め

ないとかという、そういう心理的バリアを、もう全然関係ないですか。

（細野） むしろ『読売新聞』の多摩版というのは『朝日』よりも大きい取り扱いです。

（司会） なるほど。

（細野） 要するに提携講座の基幹部門として『朝日』をつかまえて、ＮＨＫをつかまえていま

すけれども、個々の事業については弾力的にふるまっていますね。

（司会） ざっといってこれに関連している教員というか大学関係者、それから企業、非常に熱

心にやっているというのは、細野先生の認識でいうとどのくらいになるんですか、50人ぐらいず

つやっているんですか。

（細野） いや、企業さんはそんなにいないですよ。

（司会） この50社、正会員、協賛会員で54になるんですよね。非常に淡泊にしかコミットして

いないところもあるでしょうから。

（細野） はい、そうです。すごい重要な事業ですと、トップを学長さんになってもらいますか

ら、自動的に結構その大学で力を持っている人が事業を責任持ってやってくれます。女性のキャ

リア支援なんていうと、それではうちの法学部の先生が、結構それで有名になったので、広岡教

授。NPO立ち上げの支援は大妻女子大の炭谷教授が入ったり。みんなこんな形でかなりその道

の、エキスパートという人が主体的にやってくれますので、ですから楽なんです、私。

（司会） １度こういうふうに大きくなってくると好循環に入っているようにも見えますね。

（細野） 会員の皆さんに次のように呼びかけているのです。アイデアはいくらでも出してくだ

さい、縛りつけたりしませんよ。おもしろいことをドンドン出してくださいって、そのかわりあ

なた方が先頭を走りますよね、ではやってください。おもしろいことは何でもやる。

（司会） 大変すばらしい体験談と、それからそれを資産にしたさまざまな試みを聞いていると、

もっと話は尽きませんけれども、とりあえずこの時点までのお話をこれにて終わりにします。

〔了〕

専修大学都市政策研究センター年報　第１号（追補版） 2005年８月〈 243 〉

3-3研究会  06.7.28  11:52 AM  ページ243



〈 244 〉研究会「産学官連携による学術文化」

3-3研究会  06.7.28  11:52 AM  ページ244



専修大学都市政策研究センター年報　第１号（追補版） 2005年８月〈 245 〉

3-3研究会  06.7.28  11:52 AM  ページ245



〈 246 〉研究会「産学官連携による学術文化」

3-3研究会  06.7.28  11:52 AM  ページ246



専修大学都市政策研究センター年報　第１号（追補版） 2005年８月〈 247 〉

3-3研究会  06.7.28  11:52 AM  ページ247



〈 248 〉研究会「産学官連携による学術文化」

3-3研究会  06.7.28  11:52 AM  ページ248



専修大学都市政策研究センター年報　第１号（追補版） 2005年８月〈 249 〉

3-3研究会  06.7.28  11:52 AM  ページ249


	年報-1号（追補版） 227.pdf
	年報-1号（追補版） 228.pdf
	年報-1号（追補版） 229.pdf
	年報-1号（追補版） 230.pdf
	年報-1号（追補版） 231.pdf
	年報-1号（追補版） 232.pdf
	年報-1号（追補版） 233.pdf
	年報-1号（追補版） 234.pdf
	年報-1号（追補版） 235.pdf
	年報-1号（追補版） 236.pdf
	年報-1号（追補版） 237.pdf
	年報-1号（追補版） 238.pdf
	年報-1号（追補版） 239.pdf
	年報-1号（追補版） 240.pdf
	年報-1号（追補版） 241.pdf
	年報-1号（追補版） 242.pdf
	年報-1号（追補版） 243.pdf
	年報-1号（追補版） 244.pdf
	年報-1号（追補版） 245.pdf
	年報-1号（追補版） 246.pdf
	年報-1号（追補版） 247.pdf

